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＜連絡事項＞
・令和元年度　第1回院内研修を実施します。各自出欠予定を入力してください。
5月28日（火）、29日（水）17:30～18:30　　メンタル3階会議室

 　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　　講　師：東ＡＯＭ

・青山荘見学～　9：30より松谷　和也様、山下　拓也様、千葉　光広様、鎌田　慶一郎様以上4名青山荘へ見学予定です。
＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎様～背部痛の訴え続いており、ハップスター　2袋が処方となっています。
・十日市　利喜様～シンラック液　2本処方となっています。
・齊藤　光枝様～アマンタジン塩酸塩（50）2T　2×朝・昼で5/25朝～4日分処方となっています。

・山下　幸子様～他科で処方されていたオロパタジン2T　2×朝・夕が、本人希望で21日で飲み切り止めとなっていましたが、鼻汁・咳嗽聞かれているため、以前やまばと寮から持参していたモンテルカスト（10）1T　1×就床前が本人希望で頓服薬として残っていました。主治医へ就床前薬として服用して良いか報告し許可をいただいて、本日から処方となっています。
・夏堀　麗紗様～本日単独で外泊より戻られています。退院前訪問指導も本日13：00で実施されています。
＜要注目患者様情報＞

・澤田　德則様～昨日、1泊2日の外泊より帰院されています。帰院後の金銭管理時、不明金があり確認するとレシートを貰って来なかったと話しています。次回からレシートを貰う様に指導しています。夕食後薬服用時に頓服の希望ありセパゾン（2）1Ｔ服用されています。「知らない人が多人数で自宅に入ってきたのを思い出したらイライラした。」と話しています。夜間は良眠されています。本日は、食事は朝食1/4、昼食は数口となっています。

　　　　　　　　昼食後薬服用後「また、イライラしてきたので頓服下さい。」と訴えています。「昨日、部屋の大掃除して疲れたのかも知れない。いや、疲れる程も動いてないなあ…何だろうなあ。」と話しています。今朝、担当スタッフから外泊中、不明金が多い事や、夜間2回買い物に出ている事が見られ、タバコは吸わない、外に出ない事を説明したはずだが、その事について厳重注意を受けています。外泊訓練が、あと2回組まれているので様子観察しながら退院に向けて進めていきましょう。
・尾嵜　マリ子様～腰痛の訴えが聞かれ、湿布貼付し、腰部をかばう様にして歩いています。表情の冴えなさも見られています。レストラン移動の際も早いグループでの移動を提案するが早くは行きたくないと話しています。明日の診察で話してみる様伝えています。
・齊藤　光枝様～服薬ボード確認の為、訪室すると他者について相談して来られています。
　　　　　　　　「Ｔさんが、私に話し掛けるのが多くなってきて、前みたいに肩揉んでとか言ってきて…話しも長いし、何かちょっと負担になってるんですよ。部屋の入口にきて、ちょっといいか？って言うから、今調子悪いのでって断ったんです。ホールの席も、座ってると私の席だって言うし、…だから座る場所を変えたんです。」と話しています。ホールの席は決まっていないので、スタッフ側で時々ホールに居る方々に声掛けする事とＴ様に対しては肩揉み等の要求はしない様に指導する事で了解されています。
　　　　　　　　アマンタジン塩酸塩錠(50)　2T　2×朝昼食後　4日分処方となっています。
・田端　テル様～夜勤帯で3回トイレ覚醒あり。夜間のコップ預かりは継続しています。
2：00覚醒時にはズボンを下ろす際に間に合わず尿取りパット・床の尿汚染あり介助にてパット交換し、誘導にて自室へ戻り再入眠しています。夜間の歩行不安定さは落ち着いてきています。
・巴　勇樹様～深夜帯2：00トイレ覚醒見られるが、トイレの前で部屋に戻るしぐさを見
せて、他室侵入あり、理由を確認するがはっきりとした理由は話しません。
　　　　　　　又、ゴミからペットボトルを拾い、床頭台に隠している事あり再利用は禁
止している事を説明し回収しています。ペットボトルの再利用は行わない様に説明されています。夜間の睡眠状態、他室侵入のない様観察していきましょう。
・内田　都影様～5/19　13：00喫煙室に入り煙草を吸っており、昼食後に喫煙していた事を振り返るが「その時に喫煙室には入ったけど吸わなかったの。今度から吸わない時には時間ずらしてもらいたい」と訴えています。自己中心的な訴えや他者との物のやり取りをしている様子が見られているので、統一した対応をしていきましょう。
・三上　勇様～タバコを１日分（６本/日）ずつ自己管理していたが、残数が合わない事が
あり、本人の希望にて詰所管理としています。普段から床頭台の上に無造作に置いており、他者に盗られた可能性もあります。タバコの残が少なくなる事や売店では購入できない事を伝えると「規則を破ってでも買いに行かないばないべ。安ヶ平先生が言っても良いって言っていた。」と話しています。強行的な行動をしない様に所在確認と訴えを傾聴していきましょう。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討と退院支援委員会＞

・三上　勇様～転んだ事のある人はまた転びやすいので歩行器に頼る事と食事は小さく切
った物をよく噛んで喉に詰まらせない事など主治医より説明されています。
時折、買い物に対する強い訴えあり、行動化するため適宜介入必要です。退
院について妄想的な発言は続いています。忘れているのか故意なのかは不明
ですが、時々歩行器を使用せずに歩くことあり、注意が必要です。転倒のリ
スク高く、ADLの低下がないよう関りを続けていきます。
・中川原　義雄様～認知症検査した事について主治医へ伝えています。「ニュースとかは見るんだけど草の種類とか、よこまちに行ってもどっかで会ったかなーって人がいるんだけどどこで繋がってるか分からなくて、声掛けれない。相手が話しかけてくれれば分かるんだけど。認知症よりも記憶障害でないかと思うんです。」と話しています。主治医より、野菜の種類では今日のメニューの野菜は何だったか考えてみてもいいし、行動が制限されるため、色んな所にいた方が良いことなど認知症の対策を本人様へ伝えています。認知症検査実施し、軽度認知症の判定あり、セルフケアの能力維持できるように支援し自宅退院は困難の為、施設の入所を検討中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・滝田　英人様～2：00に中途覚醒し、トイレ後、洗面所にて下半身露出して陰部をタオルで拭いています。終始独語あるが、他者が通ると「あっ」と声をあげ手を止めています。清拭は自室で行うよう説明しています。日中は、独語あるも大声となる事はありません。家族（妹様）との近況での情報交換や面談の機会が取れるか、本人が入所できる施設の検討をしていきましょう。
・上村　みわ様～血圧は特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動は目立たず、
プログラムへの取り組みも良好です。要介護1で入所できる施設を、御家
族と話し合いながら検討していきます。
＜馬渡Ｄｒケース検討と退院支援委員会＞
・原　吉郎様～調子についてはまあまあと話したり、体調は大丈夫と話したりしています
がバイタルの異常はありません。幻聴の悪化はなく経過し心気的ではある
が、明らかな妄想はありません。食事や睡眠はとれています。青山荘への
体験を勧めたところ「キザミを自分でやりたくない」と拒否しています。

主治医は青山荘入所の意向ですが、過去には見学すらままならず、断念し
た経緯があります。クロザリル服用中でも入所可能な施設への退院も検討
していきましょう。処方変更はありません。

・山下　拓也様～スタッフ付き添いにて、距離の近い所へ嗜好品購入に出掛けています。
今度は、距離を伸ばし歩行状態を観察しながら、購入した物を持って往
復出来るか観察しながら、スタッフ付き添いにて嗜好品購入に出掛ける
予定です。処方変更はありません。5/24（金）9：30～青山荘へ見学のため、スタッフ付き添いで外出予定です。

・佐々木　淳様～易怒性、不穏なく経過しています。歩行の不安定さが見られ、転倒のリスクは相変わらずスタッフが支えようとすると拒否的となっている事があります。食事やＯＴは病棟ホールで行っています。明日の臨時処方からカルバマゼピン700mg➝600mgへ減薬となり、他は処方継続となっています。家族が退院に対し消極的であり、施設申込みは行えていません。役所のサービスがどのように機能するのか確認したうえで、入所可能な施設に対し申込みできるように支援をすすめていきます。

＜皮膚科診察＞

・松川　久雄様～ケルガー液　1本処方となっています。

・成田　富士子様～ナジフロクリーム　1本処方となっています。

・佐々木　淳様～デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ケルガー液　1本処方となっています。

・井上　和美様～右第5趾間に落屑あり、病名は足白癬でテルビナフィンクリーム塗布の指示が出ています。テルビナフィンクリーム　1本処方となっています。

・山下　拓也様～背部は治癒となり、処置は止めになります。
